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１１月の予定

　朝夕の冷え込みがだんだん強くなってきました。これからは紅葉がみるみるうちに進むことでしょう。秋晴れの日

には公園へ行ったり、家の近所をゆったり散歩するのも気持ちのいいものです。

　１０月のうんどう会には１６組の方がも申し込みしてくださいました。一人の欠席もなく挙行できたことは、今ま

でで初めてのことです。みなさまが日ごろの体調管理をきちんとされているということですね。これからも子どもだ

けでなく、ご自身の体調管理も忘れずお過ごしください。
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（川口先生）
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水 木 金 土
開　所　日

利用料金

対象年齢

月曜日～金曜日

（土 ・日 ・祝日は休み）

イベント内容により参加費を
頂く場合がございます。（ ）無料

０ ４才位まで才

電話 ： ６４８２－８０８２

Ｅ－ｍａｉｌ： amagasaki-nobinobi@nifty.com

～

１０時～１５時３０分まで

住所 ：尼崎市杭瀬北新町３－１６－７

月 火
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10:30 ～ 11:30
ピラティスを始めよう
（友寄先生）

10:30 ～ 11:30
ピラティスを始めよう
（友寄先生）

10:30 ～ 11:30
ピラティスを始めよう
（友寄先生）

10:30 ～ 11:30
ピラティスを始めよう
（友寄先生）

１９１８年 （大正７年） の 「赤い鳥」、翌年の 「おとぎの世界」 「金の船」 「童話」 １９２２年の 「コドモノクニ」 といった

児童文芸雑誌の相次ぐ創刊に伴って、大正児童文学の興隆のなかから生まれてきました。北原白秋 ・野口雨情 ・西条

八十 ・三木露風などの独立した詩が歌詞として、口語が採用されました。それらの詩に山田耕筰 ・成田為三 ・中山晋

平などが作曲し、広く歌われるようになりました。

「この道」 「七つの子」 「赤とんぼ」 「赤い鳥小鳥」 など、今でもだれもが知っている曲があります。日本で生まれた童謡

を次世代に伝えていくのも、私たちおとなの大切な役割ですね。

10:30 ～ 11:00
ベビーイングリッシュ
（大園先生）

今

夕　日
ギンギンギラギラ　夕日が沈む　ギンギンギラギラ日が沈む　真っ赤っか空の雲

みんなのお顔も真っ赤っか　ギンギンギラギラ日が沈む

月 の 歌

今年は童謡が生まれて１００周年


